
趙
蟷
贔
魏
「は
続
慾
鼈
鼈
爾
勒
」

鰺
傾
斜
生
産
方
式
と

「黒
い
ダ
イ

ヤ
」
　

．

第
２
次
世
界
大
戦
終
戦
時
の
日
本

は
国
富
の
４
分
の
１
を
失
い
、
人
々

は
食
べ
る
食
糧
が
な
く
、
住
む
家
が

な
く
、
働
く
場
所
も
な
か

っ
た
。
戦

災
か
ら
立
ち
直
り
、
経
済
活
動
を
軌

道
に
乗
せ
る
た
め
に
は
産
業
復
興
が

喫
緊
の
課
題
で
あ

っ
た
が
、
終
戦
直

後
の
困
難
な
状
況
の
中
で
全
て
の
産

業
を
同
時
に
回
復
さ
せ
る
の
は
不
可

能
な
た
め
、
有
沢
広
巳
東
大
教
授
は

「傾
斜
生
産
方
式
」
の
構
想
を
打
ち

出
し
た
。

こ
の
構
想
に
よ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

全
て
の
産
業
に
欠
か
せ
な
い
の
は

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と

「鉄
」
だ
が
い

日
本
に
お
け
る
唯

一
の
エ
ネ
ル
ギ́
―

源
は
石
炭
で
あ
り
、限
ら
れ
た
資
金
、

資
材
、
労
働
力
を
石
炭
鉱
業
に
集
中

投
入
し
、
掘
り
出
し
た
石
炭
を
鉄
鋼

業
に
供
給
し
、
こ
の
２
産
業
か
ら
相

互
循
環
的
に
生
産
を
拡
大
さ
せ
て

い
け
ば
、
他
産
業
に
も
そ
の
波
及
効

果
が
期
待
で
き
、
や
が
て
全
産
業
の

復
興
が
達
成
で
き
る
と
考
え
ら
れ

た
。当

時
、
石
炭
は
貴
重
な
燃
料
な
の

で
、

「黒
い
ダ
イ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
、

炭
鉱
労
働
者
が
救
国
の
ヒ
ー
ロ
ー
と

辣 癸盪
経済経量学部教授

瘍 ⑨靱

称
賛
さ
れ
た
。

「傾
斜
生
産
方
式
」

を
実
施
し
た
結
果
、
１
９
４
７
年
は

出

否

標

Ｔ

千
万
こ

の
９８
％
ヽ

４８
年
は
同
９７
％
が
達
成
さ
れ
、
こ
の

政
策
は
戦
後
の
経
済
復
皿
（に
大
き
く

貢
献
し
た
。
そ
の
後
、
ド
ッ
ジ
ゴ
フ

イ
ン
、

「朝
鮮
特
需
」
を
経
て
、
日

本
経
済
は
自
立
と
安
定

へ
と
転
換
し

て
い
く
が
、
石
炭
産
業
に
よ
っ
て
け

ん
引
さ
れ
た
他
産
業
も
、
経
済
再
建

へ
の
糸
口
を
つ
か
ん
だ
の
で
あ
る
。

国

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
と
石
炭

産
業
の
斜
陽
化
　
　
　
　
　
‐

戦
後
復
興
の
立
役
者
だ

っ
た
石
炭

産
業
は
、
５０
年
代
末
か
ら
６０
年
代
に

か
け
て
急
激
に
進
行
し
た

「
エ
ネ
ル

ギ
ー
革
命
」
に
よ
っ
て
、
供
給
量
の

豊
富
さ
、
輸
送

コ
ス
ト
の
安
さ
、
石

油
化
学
工
業
の
技
術
進
歩
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
石
油
産
業
に
競

い
負
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
役
の
座

を
石
油
に
譲

っ
た
。
６２
年
の
原
油
輸

入
の
自
由
化
を
き
っ
か
け
に
、
日
本

の
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
占
め
る

石
油
の
比
率
は
石
炭
を
抜
い
て
ト
ッ

プ
に
立
ち
、
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割

合
は
初
め
て
５０
％
を
下
回
っ
た
。

一日
灰
価
の
問
題
で
経
営
の
限
界
に

達
し
た
石
炭
鉱
業
は
、
５０
年
代
で
は

主
に
中
小
炭
鉱
、
６０
年
代
に
入
っ
て

か
ら
は
大
手
炭
鉱
の
閉
山
が
相
次

ぎ
、

「石

唇
科
陽
」
の
勢
い
は
止
ま

ら
な
か

っ
た
。
そ
し
て
炭
鉱
労
働
者

の
大
量
解
一雇
を
背
景
に
大
規
模
な
ス

ト
ラ
イ
キ
が
頻
発
し
、
大
き
な
社
会

問
題
に
な

っ
た
。

圃

「第
４
の
革
命

‥
カ
ー
ボ
ン
ゼ

国
の
時
代
べ

」

現
在
で
も
日
本
の
重
一蒙
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
の

一
つ
で
あ
り
、
石
炭
火
力

発
電
量
が
全
発
電
量
の
約
３
割
を
担

っ
て
い
る
石
炭
産
業
だ
が
、
新
た
な

卦
羅
に

直
面
し
て
い
る
。
石

灰
、
石
網

な
ど
の
化
石
燃
料
を
燃
や
さ
ず
、
太

陽
光
・風
力
発
電
の
よ
う
な
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
導
入
し
、温
暖
化

ガ
ス
を
出
さ
な
い
電
気
で
社
会
を
動

か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

世
界
は
農
業
、
産
業
、
情
報
に
次

い
で
、脱
炭
素
・カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
を
目

指
す
「第
４
の
革
命
」
時
代
に
突
入
し

て
い
る
。
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
を
目
標
に

各
国
は

一
斉
に
動
き
だ
し
た
が
、
日

本
も
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭

素

（Ｃ
ｏ２
）
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
と
宣
言
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
の
石

灰
は
や
が
て
表

蒙

国
か

ら
姿
を
消
し
、　
響
鶴
灰
」
と
い
う
言

葉
も
死
語
に
な
る
の
だ
ろ
う
。だ
が
、

日
本
の
戦
後
復
興
、
高
度
経
済
成
長

を
支
え
て
き
た
石
炭
産
業
に
対
し

て
、
石
丼
徹
氏
の
言
葉
を
借
り
て
「感

謝
し
つ
つ
別
れ
た
い
」
と
思
う
。

ち
ょ
う

こ
え
い
り

　
一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
、
博
士

（経
済
学
）
。

一
橋
大
学
文
部
教
官
助
手
、
埼
玉
学
園
大
学

経
営
学
部
助
教
授
を
経
て
（
２
０
０
７
年
４
月
か
ら
同
大
学
経
済
経
営

学
部
教
授
。
専
門
は
経
済
史
、
比
較
経
営
論
。
主
な
著
書
に

『傾
斜
生

産
方
式
と
戦
後
統
制
期
の
石
炭
鉱
業
』

（雄
松
堂
出
版
）
、

『中
国
企

業
に
お
け
る
組
織
と
個
人
の
関
係
』

（
八
千
代
出
版
）
な
ど
。


